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オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト

対
、
低
空
飛
行
訓
練
中

止
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト

県
民
怒
り
の
集
会
」
が
1
4

日
、
高
知
県
本
山
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
高
知
県
委
員
会
、
高
知

県
平
和
委
員
会
、
嶺
北

（
れ
い
ほ
く
）
平
和
委
員

会
が
主
催
し
、
約
2
5
0

人
が
参
飽
し
ま
し
た
。

高
知
県
北
部
の
嶺
北
地

方
（
大
川
村
と
土
佐
、
本

山
、
大
豊
の
3
町
）
は
、

米
軍
の
「
オ
レ
ン
ジ
ル
ー

ト
」
の
直
下
。
1
9
9
4

年
1
0
月
に
は
、
訓
練
中
の

米
海
軍
機
が
大
川
中
学
校

（
大
川
村
）
の
す
ぐ
近
く

て
い
ま
す
。
冒
頭
、
同
事

行
の
映
像
が
上
映
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
ど
よ
め
き

が
起
き
ま
し
た
。

和
田
知
士
（
か
ず
ひ

と
）
大
川
村
長
と
今
西
源

】
漆
山
副
町
長
が
出
席
。

今
西
芳
彦
本
山
町
長
、
西

村
卓
士
土
佐
町
長
、
門
脇

横
夫
香
美
市
長
、
松
延
宏

幸
東
洋
町
長
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
和
田

村
長
は
「
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
で
日
本
政
府
は
ア
メ
リ

カ
の
方
針
を
追
認
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
米
軍
に

よ
る
訓
練
は
即
刻
中
止
し

て
も
ら
う
し
か
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
仁
比
聡

平
前
参
院
犠
員
が
情
勢
報

告
。
9
日
の
沖
縄
県
民
大

し
た
」
と
強
調
。
「
国
民

の
命
の
上
に
安
保
条
約
と

米
軍
の
都
合
を
置
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
沖
縄
と

本
土
の
団
結
で
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
を
撤
回
さ
せ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

和
田
忠
明
・
県
平
和
委

員
会
事
務
局
長
、
子
育
て

本
山
保
育
所
の
森
岡
み

さ
こ
所
長
は
、
食
事
中
も

昼
寝
時
間
も
構
わ
ず
行
わ

れ
る
低
空
飛
行
の
爆
音
に

お
び
え
る
手
ど
も
た
ち
の

様
子
を
語
り
、
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
米
軍
機
も

オ
ス
プ
レ
イ
も
飛
ば
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ

ま
し
た
。
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l
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し
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㌢
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㌢
ピ
ー
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V
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」

礫
浮
足
が
麟
き
ず
た
ぬ

孔
r
l
孝
の
仁
蹄
が
東

名
と
．
ぢ
昭
ん
に
花
が
蘭
亨
、
何
だ

ガ
を
β
し
き
－
た
．
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器
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一
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ー
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も

蘭
に
徽
乞
出
乞
な
い


